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(秋 田県農業試験場 )
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1ま え が き

本県で栽培されている露地メロンの品種はプリンスが主

体である。プリンスは8月 出荷では日持ちが劣り,品質低

下となって早出しが有利なことから作型は次第に早まり,

7月 下旬には収穫が終る。一方,需要は8月 にも高く, よ

り品質の良いメロンの要求が高 くなってきている。

このようなことから,品薄となっている8月 出荷をねら

いに,ネ ット型メロンの優良な品種の選定とその栽培法 (整

枝法 )に ついて予備試験を合め昭和50.51年の 2カ 年試験

を行なった。その結果 "真珠 "が普及性のある有望な品種

であることが認められたので報告する。

2試 験 方 法

供試品種は図1に示すように"ナ ボレオンPMR 2・ ほ

か9品種である。

整枝方法は1株つる2本仕立て (畦幅250",株間 60薇 )

とつる3本仕立て (確幅 230m,株間
"m)の

2方法とし

た。着果数はそれぞれ4個,6個 を目標 とした。着果節位

は14節前後 とし,12以下の側枝はすべて除去,着果節位上

の側枝は 2葉 を残し摘心,主枝は25藁で心止めした。

定植は5月 26日 (昭・50).5月 7日 (昭・51),両 年

とも トンネル・自マルチ栽培とし,施肥量はアール当たり

N,P2o5,K20各 15ん,, 21り , 11た ,を 施用 した。

6試 験 結 果

生育をみると(図 1),苗直が重い品種ほど定植後の初

期生育がまきる傾向があった。"真珠 "は苗重が比較的重

く充実 した苗質を示し,定植後の初期生育でも葉数の分化

が多く節間の短い充実 した生育を示した。

着果性は各品種 とも概 してよく, "真 珠 "も 高い着果性

を示した。

つぎに果実の月巴大をみると(図 2), "ク リネット""ナ

ボレオンPMR2"・ 飛鳥メロン3号 ""真珠 "が果実肥大

がよく大果であった。整技方法では,昭和50年の結果では

つる3本仕立てで大果が得られているが,昭和
"年

の結果

ではつる2本仕立て区の方がつる5本什十て区より各品種

とも果月巴大がまきる傾向にあった。塾技 方法や年次間で肥

大に大差がなく玉伸びのよい品種は 真`珠 ""タ ソネット"

であった。

果実糖度をみると(図 2).概してつる0本仕立て区の

ほうがまきる傾向にあったが,品種間差がより大きく,
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図1 初期生育と着難
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図2 果重と精度 (屈折精度計示度 )
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・ デ _― ク"“ 真珠 "が精度の高い品色であった。この2

品種は,整技 方法や年次間による糖度の差が少なく,高温

期であっても14度以上の糖度を示 し最も安定 して甘味のあ

る品種であった。

つぎに果実の外観,肉質についてみると(表 1),生育

がよく,果実の肥大,精度が比較的高かった・ タリネット"

はネットの発現がやや劣るほか,果皮色が責化し, また果

肉が嗽らかく日持ちも劣った。果実肥大がよい°ナボレオ

ンPMR2"・飛鳥メロン3号 "は ネットは比較的よいが,

果肉が軟らかく日持ちが劣った。これらの品種に比較 して,

・ 真珠 "は ネットの密度はやや細いが盛上 りが大きく。ま

た太かった。果形のl●いもよく,日持 ちも1週間程度あり

品質が最もよかった。

つぎに・ 真珠 "について株当り着果数と果実1巴大との関

係をみると(図 3),両つる仕立て区とも着果数の増由に

伴って一果重は小さくなった。最も商品性の高いと思われ

る適当な果重を示 しているのは,つる2本社立てでは
'株

当た り5～ 4個 ,つる3本仕立てでは 5～ 6個 の着果量で

あった。

8月 出荷をねらいとしたネット型メロンは・ 真疎・ 力繰

実外観,肉質,日 持ちにすぐれ.病書に強く生青がE盛で

栽培しやすく,最も普及性のある品種であるとみられた。

強技方法は果実肥大をはかるうえで 1麟つる2本仕立て

4果饉りが適当と思われるが,士燎の肥沃たところではつ

る 0本仕立て5～ 6果穫 りも可能と思われた。
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表 1 果実の外観と肉質

供 試 品 種 果形良否 果の相い
ネ ッ ト

果 皮 色 果 肉 色 果肉硬度 日 持 ち
密  度 盛 上 り

ナポレオンPMR2 良 良 や 密ヽ 強 灰 白 緑→ 責 縁 淡黄緑 や 軟ヽ や 不ヽ良

飛 鳥 並 並 並 強 灰 青緑→ 黄 縁 白 緑 軟 並

デ  .  ―  タ 並 並 や 粗ヽ 並 灰 黄 緑→ 黄 緑 淡 緑 軟 や 不ヽ良

タ リ ネ ッ ト 良 良 並 や 弱ヽ 灰 自縁→ 黄 緑 淡  緑 軟 や 不ヽ良

二_―グリーン2号 良 良 宙 や 強ヽ 灰 濃 緑 浚 緑 硬 良

ェ ー ス H系 並 良 並 並 灰白緑→灰 黄爆 淡 縁 軟 や 不ヽ良

真 珠 並 良 密 極強 灰 白 緑 淡 緑 便 良

サ フ ァ イ ア やや良 良 並 強 灰 濃 緑 淡 緑 硬 良

ア ム ス 並 良 密～粗 弱 濃 縁 → 淡 縁 淡 緑 や 軟ヽ 並


